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５　情報班

■初動時における情報班の活動は
　次のとおり。
　①情報収集
　・防災行政無線
　　本部または周辺の防災行政無
　　線が聞き取りやすい位置に移
　　動し、防災行政無線の情報を
　　確認。
　・ＦＭやまと
　　本部内にラジオを用意し、Ｆ
　　Ｍやまと（77.7MHz）を聴
　　取。
　※聴取した情報は、本部長に報
　　告するとともに、住民に対し
　　適宜情報提供を行う。
　②被害状況調査及び住民に対す
　　る広報
　・地域内を巡回し、ア）被害状
　　況の調査　イ）住民に対し、
　　一時避難場所に集合する旨の

　　広報　ウ）自主防災会活動へ
　　の協力の呼びかけを行う。
【基本資機材】
　①メガホン　②ラジオ　③無線
   機　④サーチライト
　
　【重要！】
　　発信、伝達する情報は、公的
　機関等、確実な発信元からの情
　報のみとし、不確実な情報やデ
　マなどに惑わされないよう注意
　すること。

６　消火班

■初動時における消火班の活動は
　次のとおり
　①資機材準備
　「スタンドパイプ消火資機材」
　・スタンドパイプ消火資機材の
　　点検・準備。
　・地域内の消火栓位置及び出動
　　経路の確認。
　「消火器、バケツ」
　・各家庭や事業所に備えている
　　消火器等を持ち寄り、初期消
　　火活動の準備。
　・風呂水等、利用可能なため水
　　の確認。
　 ②火災発生時
　　消火活動を実施。
【基本資機材】
　①スタンドパイプ消火資機材一式
　②小型消火器　③バケツ　④無線
　機　　　　　　　　　　裏面へ⇒

１　地震発生
　　そのときどうする？

■とにかく身を守る
　①机の下などへもぐる。倒れて
　　くる家具や落下物に注意。

■ゆれがおさまったら
　①すばやく火の始末
　②ドアや窓を開け逃げ道を確保
　③家族の安全を確認
　④ガラスの破片など
　　から足を守るため
　　室内でも靴を履く
　⑤非常持ち出し品を
　　手元に用意

２　自主防災会本部に
     集合

■自分自身と家族の安全を確認
　し、自主防災会が指定する本
　部（一時避難場所等）に集合。

　
　

■参集する際は、
　①長袖、長ズボン、動きやすい
　　靴、ヘルメット、手袋などを
　　装着。
　②隣近所に声を掛け合い、安否
　　を確認。
　③参集途上の被害状況を確認し
　　ながら集合し、本部長へ報
　　告。

３　本部設置

■本部長は、自主防災会本部を設
　置する。
　①本部設置、役員集合
　②各班に対する活動指示（次項
　　以降参照）
　　各隊は必ず複数人の隊員で編
　　成し活動させること。
　③指示命令にあたっては、必ず
　　記録（いつ、誰に、どこで、
　　何を、どうする）を残すこと。
　　各班からの活動後の報告も同
　　様に処理する。
　④被災現場等の情報は全体地図
　　に書き込み、一元管理をする。
【基本資機材】
　①テント　②会議、作業用机・
　いす　③照明（投光器）　④電
　源（発電機）　⑤無線機　⑥筆
　記具

４　本部長指示

　■発災直後は、災害に対する恐
　　怖感やさまざまな混乱の発生
　　により、情報が錯綜する。こ
　　のことから、何よりも正しい
　　状況を把握することが求めら
　　れる。また、活動には多くの
　　人員が必要とされることから、
　　一般の住民の協力が必要。
　＜本部長指示＞　大きな声で！
　（１）情報班は、①市本部から
　　の情報収集にあたれ　②地域
　　の被害状況調査にあたれ　③
　　住民をこの一時避難場所に参
　　集するよう広報せよ
　（２）消火班は、消火資機材の
　　準備、点検を行え
　（３）救出救護班は、救出救護
　　資機材の準備、点検を行え
　（４）避難誘導班は、①避難誘

　　導資機材の準備、点検を行え
　　②主要経路に誘導員を配置し、
　　一時避難場所へ集合してくる
　　住民の安全確保にあたれ
　（５）給食給水班は、他の班へ
　　の活動支援を行え

　■時間の経過とともに、住民や
　　地域を巡回調査中の情報班な
　　どから本部に対し支援要請が
　　寄せられてくる。
　　本部長は、それらの要請に対
　　し、各班に出動を指示する。

　■多くの支援要請に対し、役員
　　のみで対応することは困難で
　　ある。個々の活動グループの
　　編成は各グループに１名以上
　　の隊員(役員）を配置し、その
　　者の指揮の下、一般の住民の
　　参加協力を得て活動すること
　　も想定される。
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      う。活動にあたっては、搬送
　　用担架、応急処置用救急用品
　　（負傷者に反応（意識）がな
　　い場合はＡＥＤ）を所持し、
　　搬送等に必要とされる要員を
　　編成し、行動すること。
　　（担架搬送の場合は５人）
【基本資機材】
　①搬送用担架、車椅子　②応急
　処置用救急用品　③ＡＥＤ　④
　毛布　⑤無線機

　【重要！】
　　救助活動中は、常時周辺の状
　況を監視する安全管理者を配置
　すること。余震等により、家屋
　が倒壊することも想定されるこ
　とから、建物内で活動する際に
　は、十分注意すること。

９　給食給水班

■初動時における給食給水班の活
　動は次のとおり
　①給食給水班の所掌業務は、主
　　に避難生活における食事等の
　　作成・配布が中心になること
　　から、初動時は、他の班の業
　　務を支援することとなる。
　②応急活動の長時間化や避難生
　　活の開始にあわせ、炊き出し
　　活動を展開する。炊き出しは、
　　避難生活施設のみならず、一
　　時避難場所等地域の公園など
　　でも行うことがある。
【基本資機材】
　①テント　②炊き出し用釜　③
　燃料　④非常食等食材　⑤作業
　用机　⑥なべ、やかん　⑦調理
　器具　等

　・避難誘導にあたっては、列の
　　前後左右を班員でガードし、
　　車両等に注意して安全に誘導
　　すること。
【基本資機材】
　①メガホン　②無線機

　【重要！】
　　誘導時には避難路周辺のブロ
　ック塀や建物の倒壊、がけ崩れ
　などの前兆を見逃すことのない
　よう注意すること。

内　　　　容

８　避難誘導班

■初動時における避難誘導班の活
　動は次のとおり
　①自主防災会本部活動時
　・地域の住民を一時避難場所へ
　　安全に誘導する。特に高齢者
　　、障がい者、乳幼児、妊婦等
　　の避難行動要支援者に対して
　　は、十分配慮する。
　・地域の火災発生場所、風向き
　　、延焼方向等を調べ、一時避
　　難場所に危険が迫った場合に
　　避難すべき広域避難場所及び
　　安全な避難路を予め選定して
　　おく。
　②火災延焼拡大時
　・一時避難場所に火災が迫り、
　　危険な状況の恐れがある場合
　　には、住民を広域避難場所に
　　誘導する。

活　動　記　録
「　　　     　」自主防災会

　
　【重要！】
　　消火活動中は、常に周りの状
　況を確認し、火災が拡大する恐
　れがある場合は、直ちに消火活
　動を中止し、安全な場所へ避難
　すること。
　　消火活動を中止する勇気も大
　事です。

７　救出救護班

■初動時における救出救護班の活
　動は次のとおり
　①応急救護所設置
　・本部に、テントを設置し、応
　　急救護所を開設する。
　・救急用品、担架等を倉庫から
　　出し、点検を行う。
　・近隣の医療機関を直接訪問し、
　　患者の受け入れの可否と、安
　　全な搬送経路を確認する。
　（病院内は混乱が想定されるこ
　　とから、電話での問い合わせ
　　はしないこと。）
　・近隣のＡＥＤ設置施設を確認
　　する。
　②傷病者救出
　・けが人等の発生情報を受け、
　　現場へ出動し、救出活動を行

役    員    一    覧
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